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ピアカウンセリング手法を用いた思春期性教育とその実践
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要 　　　約
近年，性行動の低年齢化・活発化により，代の人工妊娠中絶実施率および性感染症罹患率の急速
な増加が社会問題となってきている．そこで，筆者らは思春期の子ども達が自己の性を受容し，自己
決定能力を高めることを目指した思春期健康支援システムを構築するためのプロジェクトを開始し，
そのなかでピアカウンセリング手法を取り入れた性教育を試みたので報告する． 　
ピアエデュケーション（ ）とは思春期の子ども達が，親や教師よりも同年代の仲間
（ピア）に信頼を寄せ，影響を受けることに理論的根拠をおいている．この教育方法は
年に英国
で発祥し，や厚生労働省でも思春期対策の具体的な取り組みの つとして推進している．
そこで，本プロジェクトでは，新たな試みとして思春期保健指導員の資格をもつ教員や大学院生が
ピアエデュケーターの養成を行い，ピアエデュケーターによる性教育を実践した．実践は，中学 年
生を対象に保健体育科の授業の一環として実施したものと，希望した思春期後期の者を対象に地域で
実施したものの パターンであった．その結果，ピアエデュケーションによる一定の効果が認められ
たが，その評価方法や学校のなかで実施する限界などの課題が明らかになった．
緒 言
 ．研究の背景
近年思春期の子どもたちの発達的危機が社会問
題になっている．ライフサイクルにおいて思春期は，
二次性徴の発現によって身体像が揺さぶられ自己不
全観に陥りやすく，心身症や心気症的な訴えが多く
なる．また「性のめざめ」が強烈な覚醒感をもって
震撼し自己中心的な営みに没頭し，孤独とのせめ
ぎ合いの危機に遭遇している．しかも身体的成熟と
心理・社会的自立との間には時差があり，この期の
発達課題を乗り切れない若者のつまずきが心身症，
不登校，性の乱れ，いじめなどを生んでいる．こ
れらの解決には家庭や学校のみならず，地域保健・
福祉との連携した支援が不可欠である．しかし現状
では高齢者の地域における支援システムの推進に比
し，思春期の発達の危機を支援するための教育・保
健・医療・福祉が連携した事業はまだまだ十分とは
言えず，地域のシステム化にまで至っていない．そ
こで筆者らは思春期の子ども達が自己の性を受容し，
自己決定能力を高めることを目指した思春期健康支
援システムを構築することを目的としてプロジェク
ト研究を開始した．本稿はそのなかでのピアカウン
セリング（ ）手法を用いた思春期
性教育の実践とその課題について報告したい．
． 研究目的
近年，わが国において性行動の低年齢化・活発化
により，代の人工妊娠中絶者率および性感染症罹
患率の急速な増加が社会問題となってきている．
このような現状の中，厚生省（現在の厚生労働省）
は，年 月に国の施策として「健やか親子」
を立ち上げ，その つの主要課題の第 に「思春期の
保健対策の強化と健康教育の推進」を挙げている．
そしてこの思春期対策の具体的な取り組みの つと
して，ピアエデュケーション（ ）の
有効性を認め，ピアカウンセリングの実施などを推
進している．現在，わが国におけるピアアプロー
チの実践は障害者の自立やエイズ予防教育のなかで
かなり取り入れられているが，思春期性教育に
おいては実施は圧倒的に少なく，まだ試行錯誤の段
階である．一方，最近の全国的な青少年の性行動調
査（


年実施）においてもこの時期に性意識の形
成に最も影響を与えているのは「友人」である	．
すなわち，思春期の青少年は親や教師より価値観を
共有・共感できる友人すなわち仲間を信頼する傾向
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にある．そこでピアを用いた性教育の発祥からわが
国への導入について概観し，ピアエデュケーション
およびピアカウンセリングの概念について検討する
とともに，同年代という仲間すなわちピアによるカ
ウンセリング手法を用いた性教育を行うピアエデュ
ケータ （ー ）の養成およびピアエデュ
ケーションの実践を試み，その確立の一助として課
題を検討した．
ピアエデュケーションの誕生とわが国への導入
 ．世界でのピアカウンセリング手法を用いた性教
育の発祥
．思春期保健対策としての若者ボランティアの必
要性

ヨーロッパでは，
 !年頃から代妊娠の増加が
指摘され，
年代にはどこの国でも代の人工
妊娠中絶が急増したので，
～
"年には
や #$（国際家族計画連盟）が思春期保健サービ
スの重要性を提唱し，多くの国々でその対策が進め
られている．英国家族計画協会では各国青年の活動
について研究した結果，セクシュアリティに対する
伝統的な考え方や旧来の性道徳がなくなった若者た
ちに，いかにして正しい性情報を与え，若者たちに
伝達するかが大切であること，その方法としてまず
青年たちを活動に参加させながら教育して，その青
年に他の青年たちを指導させることが，同年代とつ
ながりが強くなっている若者たちと接触の希薄な大
人との交流を図るうえで重要だと考えるに至ってい
る
．
 世界の性教育のなかでの仲間教育・仲間相談の
始まり

世界でのピアカウンセリング手法を用いた性教育
は，
年頃の英国で若者たちの間に広まった仲
間から仲間へぶどうのつたがからまっていくような
グレープバイン（ぶどうのつた）運動に端を発して
いる．その後アメリカに伝播し，
 年ミルウォー
キー家族計画協会で実践され，アメリカ各地やカ
ナダ，ラテンアメリカなど，世界各地に広がって
いる
，
年に は“思春期の人々のヘ
ルスニーズ”という専門委員会報告書で，思春期の
人々に関して「革新的なアプローチは，同年輩の仲
間同士のカウンセリング（ ）プログ
ラムを開発することである」ということを強調して
いる．思春期の人々は権威に対して錯綜した感
情があり，それは時としてサービスの供給を面倒に
する．また，思春期初期には自尊心が損なわれる傾
向があり，それは同年輩の仲間同士の効果的なカウ
ンセリングプログラムによって回復しえるとし，活
動を積極的に推奨している．

年に思春期の保健
と発育への取り組みの会議を開催した際に，
はの思春期保健プログラムと国際若者財団
%の共同で実施した"か国機関の政府・非
政府機関の思春期保健に関する取り組みのアンケー
ト結果が報告されている．それによると個人カ
ウンセリングが&，保健サービス&，そして仲
間教育・ピアカウンセリングが&で実施されてお
り，ピアカウンセリングに若者たちからの支持が高
いことが明らかになっている．このように，仲間教
育・仲間カウンセリングは欧米のみならず，ラテン
アメリカ，アジア，アフリカの世界各地に広まって
おり，ヨーロッパ家族計画協会では思春期クリニッ
クと共に，最も効果のある思春期のリプロダクティ
ブ・ヘルス・プログラムとみなしている．また，国
連人口基金は「世界人口白書」（

"年）のなかで，
若者には一般に大人より同年代の仲間の方が性行動
に関することを気軽に話せるということを認識すべ
きであると述べるなど，その効果が高く評価されて
きている
．
．日本でのピアカウンセリング手法を用いた性教
育の発祥
．日本での思春期保健対策としての若者ボラン
ティアの必要性

わが国でも
	年頃から代の妊娠中絶が顕著な
増加を示したことに対応して，松本清一（日本家族
計画協会会長）は
"年ヨーロッパ諸国の思春期保
健を学び，若者のピアボランティアの活用の重要性・
効果性を知り，わが国にピアカウンセリングを初め
て紹介している．諸外国の思春期保健を視察するな
かで，若者の間で主体的に実践され確実な効果を挙
げている「仲間教育」「仲間カウンセリング」の存在
を知り，わが国でも何とか実践したいと考えられた．
．日本の性教育の中での仲間教育・仲間相談の始
まり

一般に，日本では優秀な高校生などは受験勉強の
真っ只中でボランティア活動は無理と考えられたが，
自治医科大学看護短期大学の高村寿子氏とともに開
講していた「ヒューマン・セクシュアリティ」とい
うセミナーの受講生が自主的な仲間相談を受けてい
ることを知り，ピアカウンセラーの養成を開始した．


年 "月自治医科大学の地元栃木県河内町の中央
公民館の協力を得て，近隣の高校に呼びかけ，セミ
ナーの学生を「ピアカウンセラー」にして，「高校生
ピアカウンセリング手法を用いた思春期性教育とその実践  
のための性の意志決定講座」を開いている．出席し
た高校生は数人と少数であったが生き生きと性に
ついて討論し，またの開催を強く望んだとのことで
ある．

年にはこれに力を得て，公民館での講座
のほかに，自治医科大の学園祭でも「性の意志決定
講座」を開き，エイズや避妊をテーマに「仲間教育」
を行っている．


!年から栃木県小山市において市と教育委員会
と保健所と自治医科大学の 者共催による「高校生
のための仲間教育講座」を開催し，学校保健と地域
保健との連帯による仲間教育を実現してきている．


年には同県の足利市も広がりその後宇都宮市，
他県でも高村氏に養成の協力を得るなどして開催し
ている所もある
．学生の養成・実施の試
みは，

年には琉球大学保健学科で，その他，
浜松医科大学看護学科	などでも行われてきてい
る．また，スタンフォード大学心理学部の 
'()*の著わした「 」の理論
とスキルを基に高村寿子・鬼塚直樹らが日本人向け
に開発した「ピアカウンセリング基本的スキル」を
導入したピアカウンセラーの養成が


年から行わ
れている
。
! ．ピアを用いた教育の分類および定義
青少年にとって最も身近な同世代の“仲間”とい
うキーパーソンが行うピアカウンセリング，ピア・
エデュケーション，訳して仲間相談，仲間教育であ
る．同世代に生き価値観を共有するピアの性・エイ
ズに対する共感や支持，性・エイズを身近な問題と
してとらえ，感染予防さらにはエイズ患者・#感
染者との共生をめざすために有効な方法として，国
際的に評価を得ている．
!．仲間の教育的機能
「仲間すなわち青少年が多くの時間をともに過ご
す同世代あるいは同じ年齢の友人は，思春期の心理
的，社会的成長にとって大変重要な役割を果たす，
必要不可欠なキーパーソンである．その教育的機能
は，思春期の共通の発達課題を達成しようとしてい
る仲間同士，その間で生き生きと性+生の情報を交
換し合うことにより成立する．親や教師が行うそれ
とは異なり，同世代の仲間意識の共感・支持によっ
て勇気や力が得られ，素直な心になり，健康に生き
るために主体的な態度変容，行動変容が起こること
にその利点がある．仲間との信頼関係を最も重要視
する青少年にとって，最も効果的な教育方法であろ
う．」と高村（

年）は端的に説明している．
!．ピアカウンセリングの基本概念
高村と鬼塚
は，「ピアカウンセリングとは，人
間の成長とこころの健康に関する知識とともに，ア
クティブ・リスニング（積極的傾聴）と問題解決ス
キルを駆使して，年齢，社会的地位，抱えている問題
において立場が同様である人々に，ピア意識をもっ
て行うカウンセリングである．」と述べている．次
に「ピア」の意味する範囲であるが，「仲間，同僚，
同等者」などと穏やかなところで定義するものから
「同じ問題や障害および疾病をもつもの同士」など
というようにかなり狭く用いるものがある．筆者ら
は高村と同様、前者の意味で用いている．
, $-., /011$（

 年）分
類ではピアアプローチを情報提供型・教育提
供型・カウンセリング提供型の !型に分類している
が，これを参考にピアカウンセリング手法の必要度
を明確にした分類を表 のように考えた．すなわち，
情報提供型，教育提供型*（レクチャーのみ），教
育提供型2（レクチャーとピアカウンセリング手法
を用いたディスカッションおよびロールプレイ），教
育提供型（ピアカウンセリング手法を用いたディ
スカッションおよびロールプレイ），カウンセリン
グ提供型（個別電話相談または個人面談）の 	つに
分類した．すなわち，各アプローチを行うには必要
な知識・技術を身につける必要があるが，教育提供
型2 教育提供型 カウンセリング提供型といく
につれてピアカウンセリング手法をより習熟させる
訓練が必要であると考えられる．筆者らはこのなか
の教育提供型2の実践を目指して養成した．
ピアエデュケーターの養成
ピアエデュケーションによる性教育の授業を行う
にあたり，ピアエデュケーターの養成が必要になる．
そこで筆者らは，日本家族計画協会が主催している
思春期保健相談員さらに上級思春期保健相談員の
養成講座を受講して資格を取得した．以下養成の具
体的内容を示す．
．ピアエデュケーターの養成講座の開設準備
ピアエデュケーターの養成者として知識や技術

を習得するため，第 段階として思春期保健ゼミ
ナー #～###に参加した．そこで，思春期の理解やピ
アカウンセリングの基本的な知識や手法について学
び，思春期保健相談員の資格を取得した．第 段階
として思春期保健セミナー上級コースを受講した．
そこでは，「ピアカウンセリング講座の開設と実
践」というテーマにおいて課題別研修を進め，地域
  忠津佐和代・津島ひろ江・池田理恵・竹永愛子
表  ピアアプローチの分類
の関連機関が連携した思春期のピアカウンセリング
講座の実践方法について学び，上級思春期相談員の
資格を取得した．第 !段階として「ピアカウンセリ
ング集中講座～セクシュアリティコース（ ! 日間）」
を受講した．そこで養成の具体的方法を習得した．
 ．ピアエデュケーターの養成講座の対象
ピアエデュケーションは，ディスカッションを深
めるために グループを多くとも   	人の生徒で
編成する．また グループにつき 人のピアエデュ
ケーターを配置することが望ましいといわれてい
る．川崎医療福祉大学保健看護学科 年生を対象に
ピアエデュケーターの募集を行った．参加条件とし
て，科目「健康教育」，「学校保健」および「対人関
係援助論」を習得済みであること，思春期の性教育
に関心をもっていることこの実践に参加するだけ
の時間的余裕のある人とした．その結果，卒業研究
のテーマに思春期の性教育をしたいと考える同学科
年生の女子学生 名が参加した．本来は男女のピ
アエデュケーターを養成したいと考えていたが条件
を満たす男子学生の参加はなかった．
! ．ピアエデュケーターの養成講座の開講
前述した「ピアカウンセリング集中講座～セク
シュアリティコース（ !日間）」を参考にして，プロ
グラムを作成・実施した．年 月～ 	月の期間
に 日間養成講座を開講した．養成講座のプログラ
ムは図 のとおりである．開講場所は大学内の教室
とした．内容はピアエデュケーション，ピアカウン
セリングおよび思春期のセクシュアリティに関する
基礎知識ならびにそれを活用した演習で，計	時
間とした．
第 日目は，まず自己紹介から始めた．そして，
ピアエデュケーター養成講座に参加するにあたり，
各自が意見を出し合い参加上のルールを設けた．さ
らに，参加者同士の仲間意識を高めることを目的に
「共通項探しゲーム」などレクリエーションを行っ
た．このゲームにより参加者の養成講座参加への緊
張感は緩和した．また参加者間の仲間意識を高め
た．その後，ピアエデュケーション，ピアカウンセ
リングの用語の定義基本概念及び歴史や背景につ
いての説明を行った．次に「ピアカウンセリングス
キル」の習得において，ピアカウンセリングの手法
を紹介するとともに，演習として 人 組，あるい
は !人 組となり，そのスキルを活用したロールプ
レイを 	種類 	分間ずつ行った．ロールプレイ終了
後には良かった点や難しかった点反省点などにつ
いてディスカッションの時間を設けた．
第 日目には，「コ・カウンセリング実習」におい
て，人 ! 組となりピアカウンセラー役と相談者役
に分かれ，ピアカウンセリングのロールプレイを!
分ずつ行った．その後それぞれの役を演じてみてど
のように感じたかを振り返る時間を設けた．ピアカ
ウンセラー役を演じてみて「人の話をじっくり聴く
ことはとても難しいと感じた」「人の話を聴いてい
ると，自分の主観でアドバイスしたくなる」「自分の
意見も言いたいという欲望を捨てることに少し苦労
した」「学んだことを実際に使うことが難しく感じ
た」などのピアカウンセリングの手法を実際に活用
することの困難さについての意見が多く聞かれた．
また，「相談役の人に『ああ，そうか』と言っても
らえたときは嬉しかった」「ピアであることをうま
く利用して話しやすい環境を整えることができてよ
かった」などの意見も聞かれた．相談役を演じてみ
ピアカウンセリング手法を用いた思春期性教育とその実践  !
図  ピアエデュケーター養成講座プログラム
て，「ピアカウンセラーが無条件に自分の話を向き
合って聴いてくれる環境が良かった」「ピアカウン
セラーが話をちゃんと聴いてくれているのが感じと
れて，安心した」「自分でも気づいていなかった感情
に気づくことができた」「満足できるほど自分の話
が出来てとてもすっきりした気分になった」「混乱
していた話をピアカウンセラーがまとめてくれて，
自分の中で整理しやすいように促してくれた」「ピ
アカウンセラーが共感してくれると，嬉しくてより
話したい気分になった」などのピアカウンセリング
に対する肯定的な意見が多く聞かれ，否定的な意見
は皆無であった．
第 日目の「思春期のセクシュアリティ～基本編
～」，第 !日目の「思春期のセクシュアリティ～女子
編～」および「思春期のセクシュアリティ～男子編
～」については，養成者が文献を参考に教材を作成
し それをもとに養成者と参加者がともに学んだ ．
「思春期のセクシュアリティ～演習～」において
は，思春期の性知識，性意識，性行動，性情報をテー
マとしてディスカッションを行った．
第 日目は，三日間で行ったことの確認として，
復習を中心に進めていった．また，実際にピアエ
デュケーションを行うにあたっての心構えについて
もディスカッションを行った．
ピアエデュケーターによる性教育の実践
平成!年度には，前述の方法で養成したピアエデュ
ケーターによる性教育の実践を試みた．思春期の
生徒を対象にした実践の場としては学校と地域が考
えられる．学校は教育課程に基づく教科「保健体育の
保健分野」，学級活動，児童生徒学校保健委員会の機
会があげられる．学校での実践は，思春期健康支援
システム構築に関する共同研究校である岡山県下の
真備東中学において試みた．一方，地域での実践は
愛媛県下においてピアエデュケーターが口コミで参
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加者を募って実施した．以下，ヶ所での実践を紹
介し，ピアエデュケーションの方法の検討を試みた．
 ．中学校での授業－「保健体育科」における実践
授業の指導案は，ピアリーダーがピアエデュケー
ターの意見を取り入れて作成した．その際，養護教
諭保健主事保健体育科教諭その他の教員の指導と
助言を得た．また事前に大学生!名を対象に模擬
授業を行い，そのなかで学生から出された意見を参
考に修正を加え指導案を完成させた．中学校  ク
ラスにおいて，以下の実践を行った．
．学年 　保健体育科（保健分野） 　学習指導案
．単元：体の発達と二次性徴（ 時間完了）
．計画： 学年の性教育年間計画に基づく保健
体育科（保健分野）の授業
計画は表 のとおりで，ピアリーダーとなる大学
院生が「二次性徴のおこるしくみ（ ）」を担当し，
その後ピアリーダーとピアエデュケーターで「思春
期の性と心」を担当する．
!．本時の学習指導
（）対象：年*クラス!名（男子名，女子!名）
年 2クラス!名（男子名，女子!名）
（）場所：図書館（開放的でグループ学習しやすい
机・椅子の配置）
（!）方法：ピアカウンセリング手法を用いたピアエ
デュケーションによって行う．具体的には，グ
ループを つ作り，各グループに 名のピアエ
デュケーターを配置し，ピアエデュケーターを中
心に授業のなかでディスカッションを進めていく．
ピアリーダーはピアエデュケーターを養成した大
学院生が担当する．
（）ピアエデュケーターの役割：生徒がピアエデュ
ケーターに対して親近感を抱き，ピアエデュケー
ターとの仲間意識を高めることができるように努
める．さらにディスカッションのなかでピアカウ
ンセリングの手法を用いて，生徒の意見に傾聴し，
共感的・受容的態度で接することにより，生徒が
自己を開示できるようにする．
（	）目標：

思春期における自己の確立に向けた身体と心の
変化を知り，誰にでも起こりうることとして，受け
とめることができる．

ディスカッションのなかで自己を開示すること
をとおして，自らを振り返り自らの理解を深める．
また他者と交流を深め，他者への理解を深める．
!
不安定な時期ともいえる思春期を自分と向き合
い，自分の身体と心についての関心を深め，自ら乗
り越えようとする力を養う．
（ ）授業展開：授業の展開は，表 !の指導案に基づ
いて行った．
授業終了後に生徒によるピアカウンセリングの
手法を用いた授業の評価を 年生 クラス	名（男

，女 人）を対象に自記式質問紙法により行った．
集計は，「自分の意見を言えた」「友人の意見を聴け
た」「興味をもてた」「楽しかった」「知りたいことを
知ることができた」「自分の心を知ることができた」
の  項目を 点の「全然そう思わない」から 	点の
「とてもそう思う」の 	段階評価で得点化した．そ
の結果は図 に示すとおりで，得点が高い !項目は
「自分の意見を言えた」，「友人の意見を聴けた」，「楽
しかった」であり，これらの項目は大学生のピアが
カウンセリング手法を用いて生徒の心が開示しやす
い状況で授業が進行できたという教育の効果と考え
られる．それに比較してやや低い他の !項目は授業
の内容に関する項目であり，授業内容の検討の必要
性が認められた．また，女子に比べ男子が  項目と
も低い傾向がみられた．
学校の授業計画の中で性教育のピアエデュケー
ションを実施してみて，学校と学生であるピアエ
デュケーターとの日程調整や授業内容（単元）の打
ち合わせにはかなりの時間を要し、また授業時間や
評価において限界が感じられた．
．地域におけるピアエデュケーションの実践
実施に先立って，大学 年生（	人）の性意識・
性知識・性行動の実態調査を行い，高校生までに受け
た性教育の効果を明らかにした上で，性教育のテー
マを「避妊・性感染症予防」と決定し，実施計画を
表  保健体育（保健分野）計画
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表  指導案
立案した．教育目的を避妊・性感染症について深く
考え話し合うことができ，それを通して自己決定能
力を培うことができるとした．
（）実施目標

性について自分の考えを表出することができる．

避妊および性感染症について正しい知識・技術を
身につけることができる．
（）対象
受講生は大学生であるピアエデュケーターの口コ
ミで参加を募った思春期後半の男女 
名であった．
（!）実施方法
事前に受講生個々の性格および性意識・性知識・
性行動の実態を知るためのアンケート用紙を配布し
た．今回のピアエデュケーションは表 に示すとお
り，「導入」でピアエデュケーターの紹介，ピアエ
デュケーションの説明，ルールの提示，参加者の自
己紹介を行い，「展開」で大学生の調査結果の説明，
性行動事例についてピアカウセリング手法を用いた
ディスカッションを行い，代の人工妊娠中絶率増
加の原因の説明，避妊方法の説明と実技実習，性感
染症の説明を行い，「まとめ」で学習の振り返り，事
後アンケートの実施，質疑応答を行う構成とした．
（）結果および考察
実施前後のアンケートおよび実施中の反応等から以
下のような結果を得た．

避妊と性感染症予防の知識・技術については，実
施前に既に十分に得られているとほぼ全員が回答し，
関心度は避妊が約 !割，性感染症が役割と低かった．
しかし，実施中に自分の知識・技術が間違っている
または不十分であると再確認した．実施後，正しい
知識は割，技術は約 
割とほぼ全員が十分に得ら
れたと回答した．

性の自己同一性の獲得については，実施前では
「性の人生での意味」は関心度が約 !割と少なかっ
  忠津佐和代・津島ひろ江・池田理恵・竹永愛子
図  生徒によるピアエデュケーションの授業評価
た．実施中の話し合いでは，最初受身的であった参
加者に対し，ピアカウンセリング手法を用いて接す
ることにより，積極的に発言できるようになった．
実施後では「性について自分の考えを深められた」
と全員が回答し，今後の性行動に結び付けていける
と約 "割が答えた．また今回のような学校以外での
性教育の必要性の有無については約 "割が必要有り
と答えた．「先生の前ではいい子ぶった発言しかで
きない」などの意見もみられた．
これらのことから，学校以外の「評価しない場」で
も性教育を行う必要があること，性の自己決定能力を
獲得する上でピアカウンセリング手法を用いたピア
エデュケーションは効果的であることが示唆された．
以上の パターンのピアカウンセリング手法を用
いたピアエデュケーションの実践から以下のことが
考察された．
男子を含む受講生に対して，女子だけのピアエ
デュケーターでピアエデュケーションを行っていく
には限界があり，男子のピアエデュケーター希望者
を発掘していく必要がある．また学校の授業の一環
として実施されたものに比較し，地域で自主的に行
う場合は時間の設定が容易だと考えられた。
結 語
ピアを用いた性教育の発祥からわが国への導入に
ついて概観し，ピアカウンセリングおよびピアカウ
ンセリング手法を用いたピアエデュケーションの概
念について検討するとともに，同年代という仲間に
よるピアカウンセリング手法を用いた性教育を行う
ピアエデュケーターの養成およびピアエデュケー
ションの実践を試み，以下のことが明らかになった．
（）ピアエデュケーターの養成のため，ピアカウ
ンセリング手法の必要度別にピアアプローチの分類
を行い，情報提供型，教育提供型*（レクチャーの
み），教育提供型2（レクチャーとピアカウンセリ
ング手法を用いたディスカッションおよびロールプ
レイ），教育提供型（ピアカウンセリング技法を
用いたディスカッションおよびロールプレイ），カ
ウンセリング提供型（ピアカウンセラーによる個別
電話相談または個人面談）の 	つに分類できた．
（）ピアエデュケーターの養成方法について，今回
のピアエデュケーター養成を大学院生が行ない一定
の効果がみられたことから，新たな養成パターンと
しての可能性が広がったといえる．
（!）参考としたピアエデュケーターの養成プログラ
ムは，主に「思春期のセクシリティ」と「ピアカウ
ンセリング」を内容とするものであったが，巣立っ
たピアエデュケーターが学校や地域で展開するため
の，効果的なピアエデュケーションの実施プログラ
ムが立てられるためには，養成プログラムのなかに
「実施プログラム（指導案）の基本的な作成方法」に
ついての内容を含める必要があると考えられた．
（）また，養成方法として看護系の大学で看護学生
を対象にした者が多くみられたが，今後ピアエデュ
ケーションを受講した高校生などから順次男子学生
のピアエデュケーターの希望を募り，男子学生のピ
アエデュケーターを養成し，男子のピアエデュケー
ション受講生の需要に応えていく必要があると考え
られた．
ピアカウンセリング手法を用いた思春期性教育とその実践  
表  　ピアエデュケーション実施計画（その ）
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表  　ピアエデュケーション実施計画（その ）
（	）本研究では，ピアエデュケーションの効果を  
項目の尺度でみることを試みたが，今後実践を重ね
対象者を増やすと共に一般化および普遍化できるピ
アエデュケーションの評価尺度の開発を図っていく
ことが，効果的なピアエデュケーションを開発して
行く上で重要であると考えられた．
（ ）学校の授業計画の中で性教育のピアエデュケー
ションを実践するには，授業時間や評価において限
界がみられた．地域のなかで実施する場合は，学校
以外の評価されない場ででき，時間設定も容易であ
り、非就学者も含めることができる利点があり，今
後地域で開拓・実践していくが効果的であると考え
られた．
（）

年からわが国で性教育におけるピアエデュ
ケーションの実践が試みられ年が経過していた
が，今だ十分には周知活用されていない．しかしピ
アカウンセリング手法を取り入れることは，特に思
春期の青少年にとって性の自己同一性を確立してい
く上で効果的であり，思春期健康支援システムのな
かの つの強力な手段であると考えられた．
折りしも「健やか親子」（年）の「思春期
の保健対策の強化と健康教育の推進」のなかでもピ
アエデュケーションの実施が推奨されており，この
機に全国的に性教育におけるピアエデュケーション
の実践の普及を図っていくことに尽力したい．
本研究は，平成年度川崎医療福祉大学総合研究費の
助成を得て行われた研究の一部であることを付記して，感
謝の意を表します．
文 　　　　　献
）本清一監修，高村寿子編著：性：セクシャリティの看護．初版，建帛社，東京，，		．
）厚生統計協会：国民衛生の動向		年．第一版，厚生統計協会，東京，
，		．

）日本家族計画協会：平成
年度思春期保健セミナー資料編．日本家族計画協会，第一版，東京，，		．
）前掲書 ）	
）健やか親子検討会：健やか親子検討会報告書母子保健の		 までの国民運動計画．			．
）安積遊歩，野上温子：ピア・カウンセリングという名の戦略．青英舎，東京，．
）鬼塚直樹：特集 　		感染症対策ストラテジー 　カウンセリング・ソーシャルワーク 　ピア・カウンセリングの位
置づけ．総合臨床，（	），，		．
）日本性教育協会編：「若者の性」白書 　第 回青少年の性行動全国調査報告．第一版，小学館，東京，，		．
）松本清一：思春期保健と性教育．家族計画便覧，日本家族計画協会，
，．
	）松本清一監修，高村寿子編著：性の自己決定を育てるピア・カウンセリング，第一版，小学館，東京，，			．
）専門委員会編：思春期の人々へのヘルスニーズ．日本公衆衛生協会，東京，
，．
ピアカウンセリング手法を用いた思春期性教育とその実践  

）      !"#  	 


$ % $&

）高村寿子：ピア・カウンセリングの進め方．家族計画便覧，日本家族計画協会，，．
）仲宗根正：地域における思春期保健ピアカウンセラー養成講座を通して．思春期学，（），
，		．
）松田寿美子：思春期保健事業「ピアカウンセリング」を実施して．保健婦雑誌，（），		．
）日向野陽子：宇都宮市で高校生対象のピアカウンセリング．家族と健康，，，			．
）大嶺ふじ子，浜本磯江，小渡清江，宮城万里子，砂川洋子，杉下知子：高校生の性知識・性意識を高めるためのピア・エ
デュケーションの研究．日本看護科学学会誌，（
），
，．
）荒木田美香子，川口知香，粟田美千里：地域保健が取り持つ大学と高校の連携ピアエデュケーションによる性教育．
保健の科学，（），
 
，		．
）前掲書	）
	）前掲書
）	
）山崎修道，木原正博監訳：エイズ・パンデミック 　世界的流行の構造予防戦略．初版，日本学会事務センター，東京，
，．
）'( )*$+,!,- .& ： ' ,!!" , -/  + !, "- ． 0!：  ，
	 	 	 ， ．

）)( 1， 2 )3& 1,  , 4 "( 56 ,7． 387 ： ．  ．
：，
，
）広中愛子：ピアエデュケーションによる思春期性教育の実践とその課題，川崎医療福祉大学大学院修士論文，		．
）, )+，)6 92，:( )1，*- '： ;,- 56,( 6,  6,- <,,
,- -,． 	 	 		 ，（）， 	，．
）高村寿子：今，なぜ，思春期保健でピア・カウンセリングなのか，助産婦雑誌，（），		．
）三木とみ子：養護概説，ぎょうせい，，．
）高村寿子：「思春期のコンセプト」（教育領域）．思春期学，	（），
$ ．
）高村寿子：ヘルスプロモーションとエンパワーメント 　今，保健婦に期待される役割をめぐって．へるす出版生活教
育，（），			．

	）和田実，西田智男：性に対する態度および性行動の規定因（ ）=性態度尺度の作成=$東京学芸大学紀要 　部門，
	，．

）内田貞子：性教育での家庭・地域・学校の連携の例=思春期のヘルスプロモーションの視点から=，思春期学，
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